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１　最近の主婦 の家事労働の形態 が既製品並びにサー

ビ ス業 の利用によって変化しつつあ る状態につい て，東

京都下において調査し報告し たが，今回は仙台市 の主婦

について調査を行い，地域的な特徴の携据を通して家事

労働の変化 の方向を見ようとした。



２　昭和33 年11 月仙台市内の四つの小学校 に依頼し

てそ の家庭の主婦 について調査し た。回答数は434 枚で

｡あ った。

３　衣に関する家事労働 として洗凰 洗い張 ，和服 の

仕立; 布 とんの仕立，編物につい て調査 の結果厦 京 との

大きな相違 はみられなか った。仙台 は東京 と比較 すると

:「和服を着ない」が少く又 洗い張， 和服 の仕立の「家で

する」 のが多 いのは古い衣服様式 の多 く残 ってい るため

と思われる。洋服 の仕立，布とんの仕立，編物は既製品

の利用 少く， 布 とんで は「綿入れだけ たのむ」「あつ ら

え る」編

代 の比較的安 いた め又既製品に対 する認識不充 分なため

と思われる。編物 は「家でする」 のは手編が多 く機械編

が少くなっている。以上 の家事労働の形態 は, 主 婦の年

齢，主婦 の学歴, 主婦 の職業の有無 ，生活程度，手伝い

の有無，世帯主の職業等 に左右されてい る。二つの地域

共同化により如何

に軽減 されて行くか の 一一つ の傾向を示す もの と思われ

る。
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